











































































































































































































































結果【図９ &	  表２】	  
図８を侵食・堆積領域に直した結果。	  
①  報告されていたように、島北部にお
ける大規模な侵食と島南部におけ
る堆積の進行が確認できた。	  
②  上記のような大雑把な傾向以上に、
侵食と堆積のより詳細な分布に関
する地理情報が構築できた。	  
③  算出した両年代の陸域の面積を比
較すると、侵食よりもむしろ堆積の
ほうがより多く生じていたことが分
かった。	  
今後の課題	
•  陸地が無くなったところ、新しく出来たところ、
変わらなかったところという領域を踏まえて、
現地調査を進めていく。	  
•  この発表で明らかになってきた環境変化の
データを結びつけることで、現地の社会や制
度に関する調査の着眼点や、結果の分析方
法を検討する。	  
凡例	
侵食	
堆積	
無変化	
例.消失した領域の土地被覆/土地利
用をCORONA画像データから推定して、
単なる面積の比較に留まらない、激し
い陸域の変化がハティア島の社会に
与えてきたインパクトを考える。	  
＊下の図に見るように1962年時点の
居住域は、図7の分類結果では植生ク
ラスに分類されている。	  
＊植生クラスに分類されていたのは、居住域のクラスタを構成する屋敷林の木々。この
データからは、消失した土地に1962年当時どのていどの居住域（≒人口）や農地があっ
たか、地名・村名など、当時の地図が再現できる。	  
ご清聴ありがとうございました。	
注）消失したHa0ya島北部の現在の景観
（Source:	  Google	  Earth）	
